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三つのステップ、四つの切り口で
「次世代エンタープライズ・データセンター」をとらえる

プログラムのスタートは基調講演か
ら。STG 事業 エンタープライズ・シス
テムズ 理事 井上 日登志が登壇し、こ
の日行われる六つのセッションについて
のダイジェストともいえる内容と、日本
IBMの「次世代エンタープライズ・デー

タセンター」への具体的な取り組み分野とステップが提示
されました。
まず、現在、変革が求められながらそれにこたえるこ

とができない企業の IT 基盤が抱える課題と、実際に求
められている次世代の IT 基盤のギャップを紹介。本来、
企業目標を達成させるためにあるべきIT 基盤が、むしろ
企業の成長や事業継続においてリスク要因になっている
のではないか？ という、まさに本末転倒な現在の状況が

　2008年5月28日（水）、東京・恵比寿、ウェスティンホテ
ル東京にて、『IBM IT VISION 2』が開催されました。
今回は IT 全体最適化による経営への貢献をテーマ

に、基調講演と六つのセッションが行われましたが、これ
らを通して「次世代エンタープライズ・データセンター」
を実現するための三つのステップ、すなわち、「簡素化」、
「共有化」、「ダイナミック」が明確に見えてきました。
六つのセッションでは、それぞれ仮想化・統合、エネ

ルギー効率化、事業継続、サービス管理という、四つ
の切り口から「次世代エンタープライズ・データセンター」
実現のためのアプローチを解説、またグローバル展開さ
れているお客様における全社規模の最適化など、先進
的なお客様事例 3件も紹介されました。
今回はこの講演の模様をご紹介します。

※  当日のスピーカーはすべて日本アイ・ビー・エム株式会社所属のため、
本文では会社名を省略しています。

井上 日登志

IBM IT VISION 2
～IT全体最適化による経営への貢献～
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見えてきます。その上で「従来のITシステムからITサー
ビスへの変革が求められている」とし、それこそが「次
世代エンタープライズ・データセンター」によって実現され
ることであると、井上は力強く語ります。
続いてその実現のためのステップを①「簡素化」、②

「共有化」、そして最後に③「ダイナミック」であると説き、
それぞれのフェーズにおける目標、作業内容を提示。簡
素化では経済効果の追求、共有化では変化への迅速な
対応、ダイナミックは経営とITの一体化がテーマであるこ
とも紹介されました。この三つのステップは、以後六つの
セッションにおいても繰り返し紹介され、「次世代エンター
プライズ・データセンター」実現のための重要なトピックで
あることが参加者の耳に刻まれていきます。
ではこれらを実現し、支えるための IBM Systemsの
強みとは何か？ 井上の講演は、IBMが提供できる拡張
性や柔軟性、長年の経験を生かしたサーバー製品の優
位性、40 年に及ぶ仮想化へのリーダーシップについて紹
介。概念と現実、その二つをきちんと提唱できるのが強
みであること。また、それなくしては「次世代エンタープ
ライズ・データセンター」の実現は困難であるとし、その
実現のために IBMは、IT 全体最適化に向けた取り組
みを通じ、変化し続けるビジネス環境を支援することを宣
言し、講演を終えました。

今後5年以内にすべてのデータセンターは
見直しの必要性に直面する

ここからは四つの切り口による具体的
なセッションがスタート。まず『仮想化・
統合セッション』では、テ
クニカル・セールス・サポー
ト システム製品テクニカル・
セールス 技術理事 関 孝

則が、「多くのお客様で検討・導入が増えて
きたデータセンターの仮想化への取り組みは、
簡素化の第一歩であり、IT 基盤に対する新

たなコスト基準を提供することでもある」
と説明。仮想化を単純な統合の手段
にとどめるのではなく、さらにその可能
性を広げていくことで、一歩進んだ柔
軟な IT サービスの実現が図れること
を、ソリューション事例を交えながら紹
介しました。「今後 5 年以内にすべてのデータセンターは
見直しの必要性に直面します。現在、IT 基盤がビジネ
スの制約になっていないでしょうか。なっているなら一緒
に改革を進めていきましょう」というメッセージが印象に残
ります。
これを受けて、既に仮想化の取り組みを進めている先
進企業事例を、HVSC デザイン・センター担当 システム
ズ＆テクノロジー・エバンジェリスト 濱田 正彦が紹介し、
午前の部が終了しました。

企業リスクの要因となるIT基盤
そのために取り組まなければならないこと

「次世代エンタープライズ・データセン
ター」の四つの切り口の二つ目、エネ
ルギー効率化のための取り組みから午
後のセッションは始まります。
登壇したのは、ITS 事業部 インフ

ラストラクチャー・ソリューション担当 
事業部長 小池 裕幸。グリーンを取り巻く環境の変化、
IBMの地球温暖化に対する取り組み、そしてエネルギー
効率化を支援するソリューションという三つのトピックから、
「次世代エンタープライズ・データセンター」と環境対
策の関係をひもときます。温暖化に対する社会的要請や
法規制に対して IT 基盤もこたえていかなければ企業と
してのリスク要因になってしまうこと、そのリスクは切迫し
ていることが語られ、しっかりした戦略のもとで取り組まな
ければいけないとメッセージを送ります。この取り組みは
当然、一気にすべてが解決するというものではなく、実
は小さいことの積み重ねです。サーバー・ルームのクール・

関 孝則

小池 裕幸

濱田 正彦
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「次世代」ではあるが
取り組みは今すぐ始められる

「次世代エンタープライズ・データセンター」のステップ
である簡素化、共有化、ダイナミックに実際の取り組みを
当てはめると、具体的な取り組みが見えやすくなることが、
この日のプログラムからわかります。例えば仮想化・統合
の切り口ならば、簡素化は仮想化、共有化はアンサンブル
（共有資源プール）、ダイナミックはクラウド・コンピューティ
ングの活用。エネルギー効率化なら、簡素化では電力監
視、共有化では ITやデータセンターの資産管理、ダイナ
ミックではワークロードと電力の最適化。事業継続という
切り口ならば、簡素化はバックアップ・回復レベル、共有
化は分離・インテグリティー・ID 管理まで進み、ダイナミッ
クでは、継続的なデータ保護と自動アーカイブというように、
概念ではなく実際の身近な取り組みの積み重ねから生ま
れる進化によって「次世代エンタープライズ・データセン
ター」が実現していくのです。
そして共通していたのは、「今から始められる」という

こと。参加された方もその思いを持ってそれぞれの企業
へと帰られたことでしょう。

カーテンの取り付け方という実に細かい創意工夫も大き
な実績につながるという話も披露されました。参加者の
方々にとっては、壮大に思える「次世代エンタープライズ・
データセンター」の取り組みも実は日常業務の延長線上
にあることが認識され、より身近に感じられたのではない
でしょうか。

四つの切り口、3 番目は事業継続。
システム製品テクニカル・セールス エ
グゼクティブ ITスペシャリスト システム
ズ＆テクノロジー・エバンジェリスト 高
田 新が担当しました。近年、主要な
格付け会社の企業格付けにも組み込

まれるなど、事業継続対策が注目されている四つの背
景から、その中でもIT 環境がいかに重要であるかを説
き、具体的な事業継続のためのロードマップを提示、今
から始めるべき取り組み内容について紹介しました。例
えば最初の簡素化のステップでは「災害時や障害時の
システムの確実な切り替えを可能にする」、共有化のス
テップでは「企業レベルの統一された災害・復旧対策、
異機種混合データ環境での災害・障害復旧に対する統
一されたコントロール」、そしてダイナミックのステップでは、
「クラウド／サービス指向環境の中での統一されたコント
ロール」が「次世代エンタープライズ・データセンター」
を事業継続の面からみた場合の到達点であることが提
示されました。
四つの切り口の最後となるのはサービ

ス管理。SW事業 Tivoli®事業部 サー
ビスマネジメント担当部長 久納 信之
が、自ら体験した阪神淡路大震災のと
きのサービス管理についてのエピソード
を交えながら、ビジネス視点、急速な
変化に勝ち残る経営者の視点から、ITサービスを管理
するための手法にフォーカスしたセッションを行いました。

そして、最後にこの日の総括的な内
容であり、また IBMだからこそできる
先進テクノロジーから考える「次世代
エンタープライズ・データセンター」とい
うテーマで、エクゼクティブ ･テクニカ
ル・アドバイザー 技術理事 中島 丈夫

が講演。「中島節」といってもよいほど熱く、しかし親近
感のあるスピーチで、この日最後まで真剣なまなざしでセッ
ションに参加していた方々の関心をひきつけました。

高田 新

久納 信之

中島 丈夫


